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少子化対策に挑戦する市町村バックアップ事業概要について
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県と市町村の連携による地域課題の把握と少子化対策検討

実施体制

・市町村の各種統計・調
査データや既存施策の整
理、情報共有

・ヒアリング等による住⺠
意識の調査

・地域の資源や強みの洗
い出し、共有

・事業検討、予算化

・事業全体の進捗管理や
連絡調整

・地域指標データの収集
やグラフ化、県内比較

・他自治体情報や先進
事例等の提供

・予算化、事業構築、交
付金活用の助言や支援

・学識的視点での助言
・優良事例の紹介 等

・ワークショップの運営
・課題分析補助
・不足データの調査方
法提案 等

・地域評価ツールの活
用支援
・指標関連データ分析
支援（RESAS等）
・他県の先進事例等の
提供
・交付金活用の助言等

市町村 県 専門家等

委託事業者

国

連
携

助
言

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
運
営

調
査
補
助
等

国、専門家、委託事業者とも連携することで、県や市町村だけでは不足している
リソースやノウハウをカバーできるバックアップ体制を構築

実施体制図

協議会
方式
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事業展開（ロードマップ）

令和5年度 令和6年度 令和7年度~

地域課題の把握と少子化
対策の検討/予算化

採択市
町村決定

予算化事業の実施

予算化事業の実施

取組共有
のための報
告会の実
施等

令和８年度

補助額：各市町村100万円
協議会方式による調査事業等実施

補助額：各市町村500万円

補助額：
各市町村500万円

1年目 2年目

2年目

１クール(２年間の伴走支援）×３クールで実施し、県全域への事例・スキームの浸透を目指す

令和５年度〜（第１クール）

令和６年度〜（第２クール）

地域課題の把握と少子化
対策の検討/予算化
補助額：各市町村100万円
協議会方式による調査事業等実施

1年目
採択市町
村決定

令和７年度〜（第３クール）

第２クールまでと同様に事業展開

全
市
町
村
へ
の
事
例
・
ス
キ
ー
ム
の
浸
透

報
告
会
の
実
施
等
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検討フローの考え方

事業検討は国の「少子化対策地域評価ツール」を活用し、予算化にあたっては、地域少
子化対策重点推進交付金等の充当も踏まえた検討を実施

https://www.chisou.go.jp/sousei/about/chiikiapproach/index.html
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検討フローの全体像

Day2

Day3

Day4

Day5

主観調査
インタビュー

• 客観的データに基づく市町の現状の把握
• 市町の現状を踏まえた取り組むべき課題・目指すべき姿の設定

• 課題解決に向けた課題の深堀と原因仮説の検証（インタビュー設計）

• 住⺠の思い・課題認識・価値観の探索
• 住⺠の声を起点とした、課題解決の方向性探索

• 住⺠の声から⾒えてきた課題解決の方向性（解決すべき事象）の整理/設定

• 課題解決の方向性を踏まえた事業アイデアの構想

Day1

Day6

• ワンチームでのプロジェクト進行・事業検討していくための共通認識づくり
• 主体的・積極的な関与を促すための当事者意識の醸成

• 効果・実施難易度を踏まえた優先検討事業の選定
• 全体の議論内容を踏まえ、予算要求に向けての簡易事業計画の作成

ホームワーク

ホームワーク

ホームワーク

ホームワーク

ホームワーク

ホームワーク

計6日のワークショップと、ホームワーク、インタビュー調査を実施
STEP2

STEP3
STEP4

STEP5

少子化対策
地域評価ツール

の該当STEP
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ワークショップスケジュール（令和５年度（第１クール））
※令和６年度（第２クール）以降はスケジュール前倒しで実施

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

D
A
Y
1

D
A
Y
2

D
A
Y
3

D
A
Y
4

D
A
Y
5

D
A
Y
6

主
観
調
査

予算要求準備
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（参考） Day2の内容

Day2のゴール
• 客観的データに基づく市町の現状の把握
• 市町の現状を踏まえた取り組むべき課題・市町村の目指すべき姿の設定

地域指標に基づいた地域特徴・
課題仮説・現状の取り組みの整理 少子化対策イシューマップの作成

少子化対策地域評価
ツールにおける客観的指
標をもとに、各分野の地
域特徴・課題仮説・取り
組み状況を整理する。

ホームワークで各市町村整理してきた情報のう
ち、地域課題に関する項目を付箋に記入し
「少子化対策イシューマップ」に配置する。その
イシューマップ全体を俯瞰しながら、関係する
項目のあいだに矢印を引き、それぞれの相互
関係を整理することで、各市町村の少子化と
いう課題がどのように連鎖しているか、少子化
対策地域評価ツールの客観的指標がそれぞ
れどのようにつながっているのかを構造的に把
握する。

＞

ワーク内容

Point • 地域指標を別々でとらえるのではなく、そのつながり/連鎖性を意識しながら構造化することで、市町村
の課題・現状を精緻に把握する

• イシューマップをもとに着目する課題を早い段階で意志をもって決めることで、課題の探索に時間を使う
（着目はしなかったが顕在化している地域課題については各市町独自で対策を検討）

ホームワーク

取り組むべき課題と探索の問いの設定

完成した「イシューマップ」を⾒て、現在の取り
組みの有無や客観的指標から⾒える深刻さ、
結び付く課題の多さなどをもとに、各市町村
として取り上げたい、解決したいと考える起点
となる課題を選定する。

STEP2 STEP3 STEP4 STEP5STEP1 STEP6
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（参考）少子化対策イシューマップ概要

「少子化対策イシューマップ」とは…
少子化対策地域評価ツールの客観的指標に定められている、「出生に関する指標」「地域指標（「賑わい・生活環境」「家
族・住生活」「地域・コミュニティ」「医療・保険適用」「子育て支援サービス」「働き方・男女共同参画」「経済雇用」）」を関連
性の高いもの同士が近くなるよう円状に並び替えたマップ。
※SDGs de 地方創生「SDGs イシューマップ」©issue+design 2019 を参考に株式会社大広で作成

「出生に関する指標課題」を⾚⾊、「地域指標課題」を⻩⾊、「地域指標課題の結果起こる、住⺠の”課題や欲求” 」を⻘⾊
の付箋で配置し、それぞれのつながりを整理することで、地域課題を構造的に可視化できる。

STEP2 STEP3 STEP4 STEP5STEP1 STEP6
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（参考） Day2の様子 STEP2 STEP3 STEP4 STEP5STEP1 STEP6
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（参考）Day3〜Day4
主観調査の内容

主観調査
インタビューのゴール

• 住⺠の思い・課題認識・価値観の探索
• 住⺠の声を起点とした、課題解決の方向性探索

設計に基づいたインタビューフローの作成

Day２で整理した課題を踏まえDay3で
検討した調査設計に基づき、どのような
順番・時間配分・内容で、インタビューを
実施するかフローを作成。
結婚観や子育て観など場合によっては、
センシティブな内容になるため、住⺠の
方へ最大限配慮しつつ、聞き出したいこ
とを引き出せるフローを検討。

＞

ワーク内容

Point • モデレーター（インタビュー司会者）は住⺠の皆さんの味方である姿勢を貫き、日々抱えている本音を
話しやすい場づくり・雰囲気づくりを行う

• 市町に対する評価・要望だけでなく、住⺠⼀⼈ひとりの⽣活（子育て）の様子や結婚や子育てに対す
る価値観/理想像など語りを重視し聞き出すことで本当に求めていることを考察する示唆を得る

STEP2 STEP3 STEP5STEP1 STEP6

住⺠インタビューの実施

各市町の調査設計・インタビューフロー
に基づいて住⺠インタビューを実施。
住⺠の方へ寄り添い、生活の実態や
価値観などを聞きながら、結婚や子育
てに関する思いや課題・不満など本音
を引き出すため、モデレーターは業務委
託。

5市町で計54名へインタビュー

発言録、インタビュサマリーの作成

インタビュー発言をすべて文字に起こした
発言録とインタビュー内容の中心的な発
言をまとめたインタビューサマリーを作成。
その後のワークショップスに活用。

STEP4
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（参考）Day４〜 Day5の内容

Day5のゴール

地域資産カード作成

インタビュー結果やDay4で設
定した解決課題の方向性を
踏まえながら、各市町村の
活用できる地域資産や地域
の強みを洗い出し、地域資
産カードを作成。地域資産
は施設、制度やサービスだけ
でなく、文化・風土・雰囲気
なども洗い出し実施。

＞

ワーク内容

Point • 課題、地域資産（強み）や先進事例をカードにして見えるかすることで情報を整理することで、その場
ですぐ理解できる取得しやすい情報であり、自由に動かせる扱いやすい情報にすることでアイデア発想を
しやすくする

• 解決課題・地域資産・事例を⼀気に提示するのではなく、段階的に提示することで、アイデア発想が止
まりそうなタイミングの新たな情報刺激とすることができ、発想の広がりを助ける

ホームワーク

解決課題起点のアイデア出し

イシューマップ・インタビュー結
果に基づいて作成した、解
決課題カードをもとに、考え
られる事業アイデアについて、
既存事業活用の改善アイ
デア、新規事業アイデアの
２つに分けながら構想する。

地域資産起点のアイデア出し

地域資産カードをもとに資産
が活用できることや、現在足
りていないことを考え、さらに事
業アイデアを構想。

事例からの気づき
起点のアイデアだし

県において、全国の自治体や
企業の先進事例を参考に「事
例カード」を作成。先進事例か
ら得られる新たな視点と地域
資産を活用してどのような事業
が考えられるか構想。
※事例をそのまま実施するので
はなく、地域実態を踏まえなが
ら、その事例の考え方を転用・
活用できないかという視点で構
想

• 課題解決方向性を踏まえた事業アイデアの構想・策定

STEP2 STEP3 STEP4 STEP5STEP1 STEP6
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（参考）地域資産・事例カード例 STEP2 STEP3 STEP4 STEP5STEP1 STEP6
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（参考） Day5の様子 STEP2 STEP3 STEP4 STEP5STEP1 STEP6
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最終事業案（Day5） STEP2 STEP3 STEP5STEP1

住⺠の声から見えてきた解決課題
（対応策の方向性）

子育て支援拠点の充実

住⺠の声から見えてきた解決課題
（対応策の方向性）

必要なときに必要な情報
だけが届く仕組み作り

住⺠の声から見えてきた解決課題
（対応策の方向性）

子育て世帯でも働きやすい
職場とのマッチングの提供

開発した事業案

子育て支援拠点の充実

児童館の利便性向上

子育てアプリ

開発した事業案 開発した事業案

ワークwithチャイルド
（子連れ出勤）

マザーズハローワーク
出張相談会

子育て応援企業の紹介

令和６年度
予算要求事業

今後予算要求
予定の事業

継続して検討
する事業

STEP4 STEP6
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最終事業案（Day5） STEP2 STEP3 STEP5STEP1

住⺠の声から見えてきた解決課題
（対応策の方向性）

経済的不安の軽減

住⺠の声から見えてきた解決課題
（対応策の方向性）

家事負担の軽減

住⺠の声から見えてきた解決課題
（対応策の方向性）

在宅での育児の支援

すくすくチャイルドサポート
事業拡充

（対象年齢拡充・第3子以降増額）

開発した事業案

すくすくチャイルドサポート
事業拡充

（対象品目追加）

開発した事業案

家事支援サービス事業

開発した事業案

ベビーシッター券の発行

STEP4 STEP6

令和６年度
予算要求事業

今後予算要求
予定の事業

継続して検討
する事業

若年層の未婚率が高い
その他（イシューマップ等での分析）

開発した事業案

結婚応援プロジェクト
（婚活の伴走型支援）
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最終事業案（Day5） STEP2 STEP3 STEP5STEP1

住⺠の声から見えてきた解決課題
（対応策の方向性）

住⺠の声から見えてきた解決課題
（対応策の方向性）

住⺠の声から見えてきた解決課題
（対応策の方向性）

子育て支援センター等での
イベント実施

開発した事業案

子育て支援センター日曜日開所

子育て支援サポーター養成

開発した事業案

病児保育の整備

家事育児シェアシート作成

開発した事業案

パパの半日こども園体験

保育園での弁当販売

親子がいつでも自由に出入り
する事ができる場所・居場所
が必要

困った時に，いつでも育児支
援や家事支援を利用する事が
できる体制が整っている環境が
必要

共働きが多く，仕事と育児を
しながら家事が回らない。父親
と⺟親が協⼒して育児を行う
環境づくりが必要

子育て世帯タクシー券助成

こども食堂の実施

親子の料理教室 やかげnabi（アプリ）の活用

⼀時預かりの曜日の拡充高齢者と子育て世帯の交流の場づくり

パパ育て教室の開催

STEP4 STEP6

令和６年度
予算要求事業

今後予算要求
予定の事業

継続して検討
する事業
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最終事業案（Day5） STEP2 STEP3 STEP5STEP1

住⺠の声から見えてきた解決課題
（対応策の方向性）

・チャイルドホームの魅⼒発信
・関係⼈口の創出

住⺠の声から見えてきた解決課題
（対応策の方向性）

・子育て支援の拡充
・子育てとキャリアの両立
・共働き世帯への支援拡充
・保育士の確保

住⺠の声から見えてきた解決課題
（対応策の方向性）

・奈義町での将来のキャリアが
イメージできる機会の創出
・他自治体と奈義町の比較

チャイルドホーム留学

開発した事業案

出⽣率向上の
調査研究

開発した事業案 開発した事業案

保育士留学

中学⽣・高校⽣の
キャリア支援

STEP4 STEP6

令和６年度
予算要求事業

今後予算要求
予定の事業

継続して検討
する事業
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最終事業案（Day5） STEP2 STEP3 STEP5STEP1

住⺠の声から見えてきた解決課題
（対応策の方向性）

住居の確保への不安

住⺠の声から見えてきた解決課題
（対応策の方向性）

子育てについての相談・情報
収集がしづらい

住⺠の声から見えてきた解決課題
（対応策の方向性）

経済的不安

➤新婚世帯への家賃補助

開発した事業案

➤⺠間賃貸住宅の増設促進

開発した事業案

➤ライフイベントごとの給付
金（出産祝金の拡充）

開発した事業案

➤ライフステージごとにかかる
お金の試算➤パパママ教室の開催

➤分譲地の整備

➤LINEを活用した情報発
信・相談の機能拡充

➤こどもと⼀緒に使えるコ
ミュニティスペースの確保

➤住環境の充実イメージアップ

STEP4 STEP6

令和６年度
予算要求事業

今後予算要求
予定の事業

継続して検討
する事業


